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【はじめに】 

睡眠はメンタルヘルスの代表的な指標である。カウンセリングにおいても寝つきが悪い、

眠りが浅いといった問題を持つ方が少なくない為、当院通院中の患者における睡眠につい

て検討した。 

【対象と方法】 

H23年 2月～H25年 10月に統合医療プログラムを利用した方 298名。問診票（身体 22項

目、メンタル 16項目、計 38項目。5段階評定）より睡眠に関する質問３項目を集計。 

【結果】 

中等度あり/高度にありとの回答は「寝つきが悪い」24名（8.0％）「眠りが浅い」27名(9%)

「寝起きが悪い」45名(15%)、いずれかに相当する方の合計は 69名(23%)であった。 

【考察】 

2割以上の患者が睡眠の問題を抱えていることがわかった。睡眠に対する積極的な介入は

不妊治療中の患者のメンタルヘルスを維持するために有益であると考えられる。当日は実

際にカウンセリングで睡眠の問題が取り上げられた事例の検討も含めて考察する。 

 

 


